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規

則

○
埼
玉
県
立
大
学
管
理
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則（

保
健
医
療
政
策
課
）

一

○
埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
住

宅

課
）

一

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行

に
伴
う
関
係
教
育
委
員
会
規
則
の
整

備
に
関
す
る
規
則
（
教
職
員
課
）

二

○
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

（
県
立
学
校
人
事
課
）

六

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行

に
伴
う
関
係
人
事
委
員
会
規
則
の
整

備
に
関
す
る
規
則
（
総
務
給
与
課
）

九

○
埼
玉
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

（

〃

）

一
四

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則

（
任
用
審
査
課
）

一
五

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
任
用
審
査
課
）

一
六

○
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

（

〃

）

一
八

告

示

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
に
係

る
公
告

（
中
央
創
造
）

一
八

○
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
て
行
う

手
続
等
に
関
す
る
告
示

（
電
子
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
）

一
九

○
越
谷
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変

更

（
み
ど
り
自
然
課
）

一
九

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（
建
築
指
導
課
）

一
九

○

〃

（

〃

）

一
九

○
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指

定
取
消
告
示

（
税

務

課
）

一
九

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（
飯
能
県
土
）

二
〇

○

〃

（
東
松
山
県
土
）

二
〇

○
一
般
国
道
二
百
九
十
九
号
の
区
域
の

変
更

（
秩
父
県
土
）

二
〇

○
一
般
国
道
二
百
九
十
九
号
の
供
用
の

開
始

（

〃

）

二
一

○
県
道
と
き
が
わ
熊
谷
線
の
区
域
の
変

更

（
熊
谷
県
土
）

二
一

○
県
道
と
き
が
わ
熊
谷
線
の
供
用
の
開

始

（

〃

）

二
一

○
一
般
国
道
百
二
十
二
号
の
区
域
の
変

更

（
杉
戸
県
土
）

二
二

○
県
道
蓮
田
杉
戸
線
の
区
域
の
変
更

（

〃

）

二
二

○
県
道
蓮
田
杉
戸
線
の
区
域
の
変
更

（
杉
戸
県
土
）

二
三

○

〃

（

〃

）

二
三

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（

〃

）

二
四

○
県
道
さ
い
た
ま
栗
橋
線
の
区
域
の
変

更

（

〃

）

二
四

○
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の

指
定

（
選

管

委
）

二
五

埼玉県発行

埼
玉
県
立
大
学
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
三
号

埼
玉
県
立
大
学
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
大
学
管
理
規
則
（
平
成
十
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。
）
及
び

埼
玉
県
立
大
学
短
期
大
学
部
（
以
下
「
短
期
大
学
部
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
大
学
又
は
短
期
大
学
部
の
」
を
削
る
。

第
十
一
条
を
削
る
。

第
十
二
条
中
「
大
学
及
び
短
期
大
学
部
」
を
「
埼
玉
県
立
大
学
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条

と
す
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
四
号

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
四
の
項
中
「
六
一
・
八
四
」
を
「
六
二
・
九
七
」
に
、
「
九
〇
」
を
「
二
二
三
」
に
改

め
、
同
表
中
二
九
一
の
項
を
二
九
三
の
項
と
し
、
二
三
五
の
項
か
ら
二
九
〇
の
項
ま
で
を
二
項
ず

つ
繰
り
下
げ
、
二
三
四
の
項
を
二
三
五
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
三
六
ジ
ュ
ネ
ス
坂
戸
住
宅

坂
戸
市
千
代
田
一
丁
目

中
層
耐
火
五
〇
・
〇
八

二
〇

別
表
中
二
三
三
の
項
を
二
三
四
の
項
と
し
、
一
九
三
の
項
か
ら
二
三
二
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
一
九
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
九
三
越
谷
北
越
谷
住
宅

越
谷
市
北
越
谷
三
丁
目

中
層
耐
火
五
〇
・
〇
四

二
〇

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
二
四
の
項
の
改
正
規

定
は
、
同
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
教
育
委

員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

�

橋

史

朗

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
教

育
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
産
業
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

産
業
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十

八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
教
育
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
占
め
る
教
育
職
員
」
を
「
占
め
る
も

の
」
に
、「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
、「
）
第
三
条
第
二
項
」
を
「
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
除
し
て
得
た
数
を
」

の
下
に
「
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤

務
を
し
て
い
る
教
育
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
教
育

職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の

者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、
育
児
休
業
法
第

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時

間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

（
学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
九
条
の
五
第
二
項
第
二
号
」
の
下
に
「
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
第
十
六
条
（
同
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
又
は
同
条
例
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
」
を
加
え
る
。

（
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会

規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十

八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
学
校
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
占
め
る
学
校
職
員
」
を
「
占
め
る
も

の
」
に
、「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
、「
次
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
こ
の
項
及
び

次
条
に
お
い
て
」
に
、
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
除
し
て
得
た

数
を
」
の
下
に
「
、地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時

間
勤
務
を
し
て
い
る
学
校
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る

－２－
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学
校
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、
育
児
休
業

法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第

三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤

務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

（
学
校
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

学
校
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
教
育

委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
第
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

そ
の
退
職
又
は
失
職
の
後
基
準
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
者
（
常
勤
の
職
員
又

は
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規

定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い

う
。）
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
「
短
時
間

勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
そ
の
他
埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い

う
。
）
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）
と
な
つ
た
者

イ

条
例
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員

ロ

職
員
給
与
条
例
適
用
職
員
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条

例
第
十
九
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ハ

企
業
職
員
（
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十

一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

ニ

病
院
職
員
（
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
八
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）

ホ

技
能
職
員
（
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
四

号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

ヘ

教
育
技
能
職
員
（
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
教
育

委
員
会
訓
令
第
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

ト

特
別
職
の
職
員
（
法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
別
職
に
属

す
る
県
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

チ

特
定
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
員
の
う
ち
教

育
委
員
会
の
定
め
る
も
の

第
三
条
第
三
号
中
「
次
に
掲
げ
る
者
」
の
下
に
「
（
常
勤
の
職
員
又
は
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
、
短
時
間
勤
務
職
員
そ
の
他
教
育
委
員
会
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
イ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
（
前
号
チ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
教
育
委
員

会
が
定
め
る
も
の

第
三
条
第
三
号
ハ
中
「
、
特
定
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法

律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）
」
を
削
る
。

第
五
条
中
「
学
校
職
員
」
を
「
条
例
の
適
用
を
受
け
る
常
勤
の
職
員
、
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
又
は
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
学
校
職
員
又
は

同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
学
校
職
員
（
第
十
二
条
第
二
項
第

四
号
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
等
」
と
い
う
。）
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出
率
（
育
児
休
業
条
例
第
十
六
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
算
出
率
を
い
う
。
第
十
二
条
第
二
項

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）
を
乗
じ
て
得
た
期
間
を
控
除
し
て
得
た
期
間
の
二
分
の
一
の
期

間第
七
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

前
条
第
一
項
の
在
職
期
間
に
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
算
入
す
る
。

一

基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
条
例

の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
と
な
つ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
内
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
者
と
し

て
在
職
し
た
期
間

イ

職
員
給
与
条
例
適
用
職
員

ロ

企
業
職
員

ハ

病
院
職
員

ニ

技
能
職
員

ホ

教
育
技
能
職
員

ヘ

特
別
職
の
職
員

ト

特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
の
う
ち
教
育
委
員
会
の
定
め
る
も
の

二

基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
引
き
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五
号
給
以
上
の
給
料
月
額

を
受
け
る
学
校
職
員

五
号
給
以
上
の
号
給
及
び

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
第

四
条
第
三
項
（
育
児
休
業

条
例
第
二
十
条
（
育
児
休

業
条
例
第
二
十
四
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
決
定
さ
れ
た
給
料
月
額

を
受
け
る
学
校
職
員

四
号
給
及
び
三
号
給
の
給

料
月
額
を
受
け
る
学
校
職

員

四
号
給
及
び
三
号
給
を
受

け
る
学
校
職
員

二
号
給

料
月
額

員

及
び
一
号
給
の
給

を
受
け
る
学
校
職

二
号
給
及
び
一
号
給
を
受

け
る
学
校
職
員

続
き
条
例
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
と
な
つ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
内
に
お
い
て
そ
れ
ら

の
者
と
し
て
在
職
し
た
期
間

イ

特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
（
前
号
ト
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
教
育
委
員
会

の
定
め
る
も
の

ロ

公
庫
等
の
職
員

ハ

国
等
の
職
員
（
教
育
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

ニ

退
職
派
遣
者

第
八
条
第
三
号
中
「
第
五
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

育
児
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
等
と
し
て
在
職
し
た
期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出
率
を
乗
じ

て
得
た
期
間
を
控
除
し
て
得
た
期
間

別
表
第
一
中

を

に
、

を

に
、

を

に
改
め
る
。

（
学
校
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

学
校
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則

第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
定
め
る
額
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
学
校
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
学
校
職
員
（
次
項
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
勤
務
学
校
職
員

等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い

う
。
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
、
育
児
休
業
法
第
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
つ
て

は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
、
「
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七

年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
」
を
「
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
」
に
、

「
乗
じ
て
得
た
額
」
を
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
算
出
率
を

そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
」
に
、
「
額
）
」
を
「
額
と
す
る
。
）
」
に
改
め
る
。

（
学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則

第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
」
の
下
に
「
。
第
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二

十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
占
め
る
学
校
職
員
」
を
「
占
め
る
も

の
」
に
、
「
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
項
」
を
「
勤
務

時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
勤
務
時
間
を
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
法
第
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短

時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職

員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
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間
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則

第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第

一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
教
育
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、「
占
め
る
教
育
職
員
」

を
「
占
め
る
も
の
」
に
、「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
、「
）
第
三
条
第
二
項
」
を

「
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、

「
除
し
て
得
た
数
を
」
の
下
に
「
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
百
十
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
教
育
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間

勤
務
を
し
て
い
る
教
育
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た

数
を
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に

勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

（
教
育
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

教
育
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規

則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五

第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で

同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、「
占
め
る
職
員
」
を
「
占
め
る
も
の
」
に
、「
あ
っ
て

は
、」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
、「
）
第
三
条
第
二
項
」
を
「
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い

う
。
）
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
除
し
て
得
た
数
を
」
の
下
に
「
、
地
方
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第

十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し

て
得
た
数
を
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
そ

の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

（
学
校
職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

学
校
職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員

会
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
四
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
第
二
十
条
（
同
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え

る
。

（
教
育
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

教
育
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、「
職
員
に
あ
っ
て
は
、
」
を
「
も
の
に
あ
っ
て

は
」
に
、「
）
第
三
条
第
二
項
」
を
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い

う
。
）
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
除
し
て
得
た
数
を
」
の
下
に
「
、
地
方
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業

法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条

例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
項
第
三
号
中
「
第
四
条
各
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
各
号
」
に
、
「
第
四
条
第
五

号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
平
成
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

平
成
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す

る
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
六
号
ニ
中
「
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と

い
う
。
」
を
加
え
、
同
条
第
七
号
中
「
）
第
六
条
」
を
「
）
第
八
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

四

切
替
日
以
降
に
育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
次
条
第

－５－
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一
項
第
四
号
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
始
め
た
職
員

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
十
八
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
、「
第
十
九
項
」
を
「
第
十
八
項
」
に
改

め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
三

項
」
に
改
め
、「
得
た
額
」
の
下
に
「
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

四

育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
た
場
合

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る

額イ

育
児
短
時
間
勤
務
又
は
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て

い
る
職
員

切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
相
当
す
る

額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

ロ

イ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た

給
料
月
額

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

�

橋

史

朗

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
等
）

第
七
条
の
二

第
三
条
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
学

校
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
学
校
職
員
（
以
下
「
育

児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
）
に
は
適
用
し
な
い
。

第
八
条
中
「
二
十
日
に
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
学
校
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日

数
（
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
学

校
職
員
（
以
下
「
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
百
六

十
時
間
に
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務

時
間
を
四
十
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日
に
換

算
し
て
得
た
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、

「
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
））
と
す
る
」
を
「
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
と
す
る
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
条

例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
（
条
例
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時

間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
十
日
に
斉
一
型
短
時
間
勤

務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

二

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

百
六
十
時
間
に
条
例
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き

定
め
ら
れ
た
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
四
十
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗

じ
て
得
た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数

第
八
条
の
二
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」

を
加
え
る
。

第
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
採
用
の
月
」
を
「
在
職
期
間
」
に
改
め
、「
掲
げ
る
日
数
（
」

の
下
に
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
」
を
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
採
用
の
月
」
を
「
在
職
期
間
」
に
改
め
、

「
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。）」
の
下
に
「
又
は
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
加
え
、
同
条
第

四
項
中
「
二
十
日
に
当
該
年
の
前
年
に
お
け
る
年
次
休
暇
に
相
当
す
る
休
暇
又
は
年
次
休
暇
の
残
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日
数
（
当
該
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
日
）
を
加
え
て
得
た
日
数
か
ら
、

学
校
職
員
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
使
用
し
た
年
次
休
暇
に
相
当
す
る
休
暇
又
は
年
次
休

暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
（
同
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
が
再
任
用
職
員
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
県
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
日
数
）
（
当
該
」
を

「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日
数
（
そ
の
」
に
改
め
、

同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、

当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
日
数

イ

当
該
年
の
初
日
に
学
校
職
員
と
な
っ
た
場
合

二
十
日
に
当
該
年
の
前
年
に
お
け
る
年

次
休
暇
に
相
当
す
る
休
暇
又
は
年
次
休
暇
の
残
日
数
（
当
該
残
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
日
）
を
加
え
て
得
た
日
数

ロ

当
該
年
の
初
日
後
に
学
校
職
員
と
な
っ
た
場
合

こ
の
号
イ
の
日
数
か
ら
学
校
職
員
と

な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
使
用
し
た
年
次
休
暇
に
相
当
す
る
休
暇
又
は
年
次
休
暇
の

日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数

二

再
任
用
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
県
教

育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
日
数

第
八
条
の
三
第
五
項
中
「
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
の
下
に
「
も
の
は
、
育
児
休
業
法

第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
一
年
を
超
え
な
い
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
る
常
勤
職
員

と
し
、
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
条
の
四

一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
変
更

さ
れ
る
と
き
の
当
該
変
更
の
日
以
後
に
お
け
る
学
校
職
員
の
年
次
休
暇
の
日
数
は
、
そ
の
者
の

勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
県
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
中
「
残
日
数
が
二
十
日
を
超
え
な
い
学
校
職
員
に
あ
っ
て
は
当
該
残
日
数
、
二
十
日
を

超
え
る
学
校
職
員
に
あ
っ
て
は
二
十
日
」
を
「
二
十
日
（
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
に
あ

っ
て
は
、
当
該
年
に
付
与
さ
れ
た
年
次
休
暇
の
日
数
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
残
日
数
（
半
日
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
日
数
と
す
る
。
）
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
一
日
又
は
半
日
（
」
の
下
に
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
」
を
、
「
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中

「
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
中
「
単
位
と
す
る
年
次
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
は
、
八
時
間
（
一
週
間
ご
と
の
勤

務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
学
校
職
員
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
者
の
勤
務
日
の
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
（
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
時
間
）
）
」
を
「
単
位
と
し
て
使
用
し
た
年
次
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
時
間
数
」
に
改
め
、
同
項
に

次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員

八
時
間

二

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
勤
務
の
形
態
の
育
児
短

時
間
勤
務
職
員
等

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
勤
務
の
形
態
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
時
間
数

イ

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
一
号

四
時
間

ロ

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号

五
時
間

ハ

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号

八
時
間

三

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
除
く
。
）

勤
務
日
ご
と
の
勤

務
時
間
の
時
間
数
（
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
時
間
）

四

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
除
く
。
）

八
時
間

第
十
二
条
第
四
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
十
四
日
に
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
非
同
一
勤
務

型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
百
十
二
時
間
に
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
十
四
日

に
そ
の
者
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数
と
し
、
不

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
百
十
二
時
間
に
条
例
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
」
に
、「
換
算
し
て
得
た
日
数
））
」
を
「
換
算
し
て
得
た

日
数
）」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

学
校
職
員
が
子
の
育
児
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
期
間

イ

次
に
掲
げ
る
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員
が
生
後
一
年
六
月
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る

場
合
（
生
後
二
年
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
た
め
学
校
職
員
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
生
後
二
年
に
達
す
る
日
を
限
度

と
す
る
期
間
に
お
い
て
子
を
育
て
る
場
合
）

一
日
二
回
と
し
、
一
日
を
通
じ
て
九
十
分

を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間

ロ

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

が
生
後
一
年
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
場
合

一
日
二
回
と
し
、
一
日
を
通
じ
て
六
十
分

を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
（
一
日
の
勤
務
時
間
が
四
時
間
以
下
の
勤
務
日
に
あ
っ
て
は
、

一
日
一
回
と
し
、
三
十
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
）

－７－

第����号平成��年�月��日（火曜日）



第
十
二
条
第
十
一
号
中
「
七
月
」
を
「
六
月
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は

五
日
に
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
五
日
に
そ
の
者
」

に
、「
（
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
と
し
、
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
、「
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
条

例
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
」
に
、
「
換
算
し
て

得
た
日
数
））」
を
「
換
算
し
て
得
た
日
数
）
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
号
中
「
（
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
三
日
に
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で

除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、

二
十
四
時
間
に
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の

勤
務
時
間
を
四
十
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日

に
換
算
し
て
得
た
日
数
）
）
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た

日
数
）
」
を
削
り
、
同
条
第
十
八
号
中
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
五
日
に
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

（
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
四
十
時
間
に
条
例
第
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
四
十
時
間
で
除
し
て
得
た

数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数
）
）
（
一
日
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
三
号

中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
五
日
に
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
斉
一
型
短

時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
五
日
に
そ
の
者
」
に
、
「
（
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
」
を
「
と
し
、
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
条
例
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定

に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
」
に
、
「
換
算
し
て
得
た
日
数
」
を
「
換
算
し
て
得
た
日
数
）
」

に
改
め
、「
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）））」
を
「
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

一
日
を
単
位
と
す
る
第
一
項
第
六
号
、
第
七
号
、
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
の
休
暇
は
、
一

回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
す
べ
て
を
勤
務
し
な
い
と
き
に
使
用
す
る
も
の
と
す

る
。

３

一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
第
一
項
第
六
号
、
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
の
休
暇
を
日

に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
時
間
数
を
も
っ
て
一
日
と
す
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員

八
時
間

二

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員

勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
八
時
間
を
超
え
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
八
時
間
と
し
、
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
時
間
）

三

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員

八
時
間

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
八
条
の
三
関
係
）

在
職
期
間

日

数

一
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

二

日

一
月
を
超
え
二
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

三

日

二
月
を
超
え
三
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

五

日

三
月
を
超
え
四
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

七

日

四
月
を
超
え
五
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

八

日

五
月
を
超
え
六
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

十

日

六
月
を
超
え
七
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

十
二
日

七
月
を
超
え
八
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

十
三
日

八
月
を
超
え
九
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

十
五
日

九
月
を
超
え
十
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

十
七
日

十
月
を
超
え
十
一
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

十
八
日

十
一
月
を
超
え
一
年
未
満
の
期
間

二
十
日

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
十
二
条
第
一
項
第
十
七
号
の
県
教
育
委
員
会
が
定
め
る
期
間
（
当
該
期
間
の
初

日
を
除
く
。
）
又
は
同
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
出
産
予
定
日
の
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
日
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期

間
（
当
該
期
間
の
初
日
を
除
く
。
）
に
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
が
あ
る
学
校
職
員
が
同
日
前
の

そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
期
間
に
使
用
し
た
改
正
前
の
第
十
二
条
第
十
七
号
又
は
第
十
八
号
の
休
暇
及

び
同
日
前
に
使
用
し
た
同
条
第
六
号
の
休
暇
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
十
二
条
第
一
項
第
六

号
、
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
の
そ
れ
ぞ
れ
の
休
暇
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

－８－
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（
埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

３

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
埼
玉
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
）

４

埼
玉
県
立
学
校
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
規
定
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
人
事
委

員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

香

川

實

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
七
六

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
人

事
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
定
め
る
額
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し

て
い
る
職
員
（
次
項
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の

額
に
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
。
以
下

「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
が
適
用
さ
れ
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
勤

務
時
間
条
例
適
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た

数
を
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八

号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
が
適
用
さ
れ
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
学
校
職
員

勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
次
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
数
を
「
算
出
率
」
と

い
う
。
）
を
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
そ

の
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

を
、
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
に
あ
つ
て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で

除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
つ
て
は
、
」

を
「
あ
つ
て
は
」
に
、「
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例

第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
」
を
「
、
勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第

二
条
第
三
項
」
に
、
「
乗
じ
て
得
た
額
」
を
「
、
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
適
用
職
員
に
あ
つ

て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時

間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に

あ
つ
て
は
そ
の
額
に
算
出
率
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
」
に
、「
額
）
」
を
「
額
と
す
る
。）」

に
改
め
る
。

（
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
四
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
条
例
同
条
同
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
条
例
同
条

同
項
」
を
「
条
例
第
十
条
第
一
項
」
に
、
「
至
っ
た
」
を
「
至
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
）
第
七
条
」
を
「
）
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
条
第
二
項
第
二
号
」
の
下
に
「
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
第
十
五
条
（
同
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
条
例
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」を
加
え
る
。

第
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
、
同
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「

同
条
第
二
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
）
同
項
第
一
号
」
を
「
）

同
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
）
同
項
第
二
号
」
を
「
）

同
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五

第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

－９－
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第
三
条

初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
受
け
る
」
の
下
に
「
職
員
の
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
掲
げ
る
額
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し

て
い
る
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年

埼
玉
県
条
例
第
二
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

を
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤

務
時
間
条
例
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規

則
七
―
九
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に
「
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
。
以
下
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
。
以
下
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。
）

第
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
育
児
休
業
条
例
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

そ
の
退
職
又
は
失
職
の
後
基
準
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
者
（
臨
時
で
あ
る
者

を
除
き
、
非
常
勤
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の

五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職

員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
、
育
児

休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
と

い
う
。
）
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
と
な
つ
た
者

イ

条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員

ロ

学
校
職
員
（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十

三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ハ

企
業
職
員
（
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十

一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ニ

病
院
職
員
（
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
八
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）

ホ

技
能
職
員
（
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
四

号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ヘ

教
育
技
能
職
員
（
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
教
育

委
員
会
訓
令
第
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ト

特
別
職
の
職
員
（
法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
別
職
に
属

す
る
県
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

チ

特
定
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
員
の
う
ち
埼

玉
県
人
事
委
員
会
（
以
下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
定
め
る
も
の

第
三
条
第
三
号
中
「
そ
の
他
」
を
「
、
短
時
間
勤
務
職
員
そ
の
他
」
に
、
「
と
な
つ
た
も

の
」
を
「
と
な
つ
た
者
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
（
前
号
チ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
人
事
委
員
会

の
定
め
る
も
の

第
三
条
第
三
号
ハ
中
「
、
特
定
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法

律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
五
条
中
「
常
勤
の
職
員
等
」
を
「
条
例
の
適
用
を
受
け
る
常
勤
の
職
員
、
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
又
は
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
第
二
項
中
「
給
料
月
額
に
乗
ず
る
」
を
「
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
又
は
同
法

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員

等
」
と
い
う
。
）
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出

率
（
育
児
休
業
条
例
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
四
条
第
四
項
に
規

定
す
る
算
出
率
を
い
う
。
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
期

間
を
控
除
し
て
得
た
期
間
の
二
分
の
一
の
期
間

第
六
条
第
三
項
中
「
（
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
臨
時
又
は
非
常
勤
の
職
員
及
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び
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
い
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

前
条
第
一
項
の
在
職
期
間
に
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
算
入
す
る
。

一

基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
条
例

の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
つ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
内
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
者
と
し
て
在

職
し
た
期
間

イ

学
校
職
員

ロ

企
業
職
員

ハ

病
院
職
員

ニ

技
能
職
員

ホ

教
育
技
能
職
員

ヘ

特
別
職
の
職
員

ト

特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の

二

基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
引
き

続
き
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
つ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
内
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
者

と
し
て
在
職
し
た
期
間

イ

特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
（
前
号
ト
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
人
事
委
員
会

の
定
め
る
も
の

ロ

公
庫
等
の
職
員

ハ

国
等
の
職
員
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

ニ

退
職
派
遣
者

第
八
条
第
三
号
中
「
第
五
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
三
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
と
し
て
在
職
し
た
期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得

た
期
間
を
控
除
し
て
得
た
期
間

第
十
四
条
の
二
第
二
号
中
「
第
五
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
三
第
一
号
中
「
及
び
第
七
号
」
を
「
、
第
七
号
及
び
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
七
第
一
項
第
二
号
中
「
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
月
額
の
」
を
「
（
育
児
休
業

条
例
第
十
五
条
の
規
定
（
育
児
休
業
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
項
中
「
以
上
の
」
を
「
以
上
の
号

給
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
四
条
第
三
項
（
育
児
休
業
条
例
第
二
十
条
（
育
児
休
業
条
例
第
二

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
」
に
、「
三
号
給
の
給
料
月
額
」
を
「
三
号
給
」
に
、
「
一

号
給
の
給
料
月
額
」
を
「
一
号
給
」
に
改
め
、
同
表
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
一
項
の
給

料
表
の
項
中
「
以
上
の
」
を
「
以
上
の
号
給
及
び
任
期
付
研
究
員
条
例
第
五
条
第
四
項
（
育
児

休
業
条
例
第
十
九
条
（
育
児
休
業
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
」
に
、「
三

号
給
の
給
料
月
額
」
を
「
三
号
給
」
に
、
「
一
号
給
の
給
料
月
額
」
を
「
一
号
給
」
に
改
め
る
。

（
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
〇
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二

十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
職
員
に
あ
つ
て
は
、
」
を
「
も
の
に
あ

つ
て
は
」
に
、
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
、
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第

三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
勤
務
時
間
を
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を

し
て
い
る
職
員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
四
項
又
は
学
校
職

員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
そ
れ
ぞ

れ
」
を
加
え
る
。

（
特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
一
九
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
対
す
る
第
二
項
（
前
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児

休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
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び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤

務
職
員
等
」
と
い
う
。
）
以
外
の
職
員
で
あ
つ
て
、
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
に
お
い
て
育

児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
つ
た
も
の

同
項
中
「
受
け
て
い
た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、

「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の

勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
及
び

同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

二

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
つ
て
、
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間

勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
つ
た
も
の

同
項
（
前
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
額
と
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
給
料
の
月
額
に
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の

者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
」
と
す
る
。

三

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
つ
て
、
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間

勤
務
職
員
等
で
あ
つ
た
も
の

同
項
中
「
受
け
て
い
た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け

て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時

間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
数
を

乗
じ
て
得
た
額
及
び
同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

四

育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員

第
二
項
中
「
受
け
て
い

た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て

得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
数
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
次
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、
「
次
の
表
」
を
「
、
次
の
表
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
対
す
る
第
二
項
（
前
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
つ
て
、
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
つ
た
も
の

第

二
項
中
「
受
け
て
い
た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
項
に

規
定
す
る
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者

の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
及

び
同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

二

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
つ
て
、
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
又

は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
つ
た
も
の

第

二
項
（
前
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
給
料
及
び

扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
、」
と
あ
る
の
は
、「
、
給
料
の
月
額
に
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
、
」
と
す
る
。

三

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
つ
て
、
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
又

は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
つ
た
も
の

第
二
項
中
「
受

け
て
い
た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
項
に
規
定
す
る
異

動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七

年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間

を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
数
を
乗

じ
て
得
た
額
及
び
同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

四

育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員

第
二
項
中
「
受
け
て
い

た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
項
に
規
定
す
る
異
動
又
は

公
署
の
移
転
の
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉

県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
数
を
乗
じ
て
得

た
額
及
び
同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二

二
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
の
号
給
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
号
給
と
す
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
号

給

－１２－
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イ

前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
別
表
第
六
に
定
め
る
初
任
給
基

準
表
（
以
下
「
初
任
給
基
準
表
」
と
い
う
。
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員

当
該
号
給

ロ

前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
初
任
給
基
準
表
に
定
め
ら
れ
て

い
な
い
職
員

初
任
給
基
準
表
に
定
め
る
号
給
を
基
礎
と
し
て
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の

級
に
昇
格
し
、
又
は
降
格
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
号
給

二

初
任
給
基
準
表
の
職
種
欄
若
し
く
は
試
験
欄
に
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
区
分
の
定
め
の
な

い
職
員
又
は
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
初
任
給
基
準
表
の
こ
れ
ら
の
欄
の
区
分
に
対
応
す
る
学

歴
免
許
等
欄
の
最
も
低
い
学
歴
免
許
等
の
区
分
よ
り
も
下
位
の
区
分
に
属
す
る
学
歴
免
許
等

の
資
格
の
み
を
有
す
る
職
員

そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
の
最
低
の
号
給

別
表
第
二
の
医
療
職
給
料
表
�三
級
別
資
格
基
準
表
の
備
考
一
中
「又

は
養
成
所

」
を
「又

は
養
成
所

（平
成
十
三
年
法
律
第
百
五
十
三
号
に
よ
る
改
正
前
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
二

十
二
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
所
を
含
む

�
）
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
大
学
卒
の
欄
第
四
号
�
中
「第

五
十
三
条
た
だ
し
書

」
を
「第

八
十
五
条
た
だ

し
書

」
に
改
め
、
同
表
の
短
大
卒
の
欄
第
二
号
�
及
び
高
校
卒
の
欄
第
一
号
�
中
「
�盲

学
校

�

ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校

」
を
「又

は
特
別
支
援
学
校

」
に
改
め
、
同
欄
第
二
号
�
中
「若

し
く
は
中
等
教
育
学
校
又
は
盲
学
校

�ろ
う
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校
の
高
等
部

」
を
「
�中

等
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校

（同
法
第
七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
等
部
に
限
る

�
）」

に
改
め
、
同
欄
第
三
号
�
中
「第

二
十
二
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成

所

」
を
「に

よ
る
准
看
護
師
学
校
又
は
准
看
護
師
養
成
所

」
に
改
め
、
同
表
の
中
学
卒
の
欄
�

中
「盲

学
校

�ろ
う
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校
の
中
学
部

」
を
「特

別
支
援
学

校
（同

法
第
七

十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
学
部
に
限
る

�
）
」
に
改
め
、
同
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

備
考
こ
の
表
の

「特
別
支
援
学
校

」に
は
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
号
に
よ
る
改
正
前
の
学

校
教
育
法
に
よ
る
盲
学
校

�ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
を

�
「准

看
護
師
学
校

」に
は
平
成

十
三
年
法
律
第
百
五
十
三
号
に
よ
る
改
正
前
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
に
よ
る
准
看
護
婦

学
校
を

�「准
看
護
師
養
成
所

」に
は
同
法
に
よ
る
准
看
護
婦
養
成
所
を
含
む
も
の
と
す
る

�

別
表
第
五
の
備
考
二
中
「
除
く
」
を
「
除
く
。
」
に
、
「
、
加
え
る
」
を
「
加
え
る
」
に
改

め
る
。

別
表
第
六
の
医
療
職
給
料
表
�三
初
任
給
基
準
表
の
備
考
一
中
「准

看
護
師
養
成
所
卒

」
を

「
「准

看
護
師
養
成
所
卒

」
」
に
改
め
る
。

別
表
第
八
の
休
職
等
の
期
間
の
欄
中
「職

員
の
勤
務
時
間

�休
暇
等
に
関
す
る
条
例

」
を
「職

員
の
勤
務
時
間

�休
暇
等
に
関
す
る
条
例

（平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号

）
」
に
、
「学

校
職
員
の
勤
務
時
間

�休
暇
等
に
関
す
る
条
例

」
を
「学

校
職
員
の
勤
務
時
間

�休
暇
等
に
関
す

る
条
例

（平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号

）
」
に
改
め
る
。

（
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
七
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十

八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
占
め
る
職
員
」
を
「
占
め
る
も
の
」
に
、

「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
、
「
）
第
二
条
第
二
項
」
を
「
。
以
下
「
勤
務
時
間
条

例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
除
し
て
得
た
数
を
」
の
下
に
「
、
地
方
公
務

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い

う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条

の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
勤
務

職
員
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

を
、
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し

て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
、
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
、
育
児
短
時
間
勤

務
職
員
等
及
び
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
加
え
る
。

（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
七
〇
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
四
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
。
以
下
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条

（
同
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
第
五
条
第
四
項
」
の
下
に「（
育
児

休
業
条
例
第
十
九
条
（
同
条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
二
四
）
の
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一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
四
項
中
「
別
表
第
二
」
を
「
同
規
則
別
表
第
二
」
に
改
め
る
。

（
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規

則
七
―
八
四
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

職
員
で
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
職
員
に
あ
っ
て
は
、
」
を
「
も
の
に
あ
っ
て

は
」
に
、
「
）
第
二
条
第
二
項
」
を
「
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三

項
」
に
改
め
、
「
除
し
て
得
た
数
を
」
の
下
に
「
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を

し
て
い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ

れ
」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
項
第
三
号
中
「
第
四
条
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号

ロ
中
「
第
四
条
各
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の

規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
項

ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
五
四
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
七
号
中
「
）
第
六
条
」
を
「
）
第
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
第
二
条
」

の
下
に
「
及
び
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第

二
十
八
号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

四

切
替
日
以
降
に
育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
次
条
第
一

項
第
四
号
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
始
め
た
職
員

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
十
八
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
、
「
第
十
九
項
」
を
「
第
十
八
項
」
に
改

め
、
同
項
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
が
適
用
さ
れ
る

職
員
に
あ
っ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
三
項
」
に
、
「
乗
じ
て
得
た
額
」
を
「
、
学
校
職

員
勤
務
時
間
条
例
が
適
用
さ
れ
る
職
員
に
あ
っ
て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
当
該
再
任
用
職
員
異
動
後
に
お
け
る
勤
務
時
間
を
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
た
場
合

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
額

イ

育
児
短
時
間
勤
務
又
は
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い

る
職
員

切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
相
当
す
る
額

に
、
勤
務
時
間
条
例
が
適
用
さ
れ
る
職
員
に
あ
っ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で

除
し
て
得
た
数
を
、
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
が
適
用
さ
れ
る
職
員
に
あ
っ
て
は
学
校
職

員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

ロ

イ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
給

料
月
額

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

香

川

實

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
八
―
四

埼
玉
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
八

―
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
第
六
十
八
条
の
二
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
百
四
条
第
四
項
第
二
号
」
に

改
め
る
。附

則

－１４－
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

香

川

實

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
八
―
六

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
八
―
一
）
の
全
部
を
改
正

す
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
条
例
第
三
条
第
四
号
又
は
第
十
一
条
第
五
号
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方
法
）

第
二
条

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
。
以
下「
条
例
」

と
い
う
。）
第
三
条
第
四
号
又
は
第
十
一
条
第
五
号
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方

法
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育

児
休
業
法
」
と
い
う
。）
そ
の
他
の
法
律
に
よ
る
育
児
休
業
並
び
に
育
児
短
時
間
勤
務
及
び
こ

れ
に
類
す
る
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
子
の
養
育
を
支
援
す
る
方
法
と
す
る
。

（
条
例
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
）

第
三
条

条
例
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
公

益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
二
号
）
第

十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
が
、
同
条
例
第
十
一
条
第
一
項
に
定
め
る
特
定
法
人

の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
期
間
及
び
休
暇
の
期
間
そ
の
他
勤
務
し
な
い
こ
と
に
つ
き
特
に
承
認

の
あ
っ
た
期
間
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
期
間
以
外
の
期
間
と
す
る
。

一

育
児
休
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
て
い
た
期
間
及
び
教
育
公
務
員
特
例

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
大
学
院
修
学
休
業
を

し
て
い
た
期
間

二

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
期
末
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則

七
―
九
三
）
第
二
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
職
員
（
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る
職

員
に
つ
い
て
は
、
勤
務
日
及
び
勤
務
時
間
が
常
勤
の
職
員
と
同
様
で
あ
る
者
を
除
く
。）
又

は
学
校
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
教
育
委

員
会
規
則
第
四
号
）
第
二
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間

三

休
職
に
さ
れ
て
い
た
期
間
（
公
務
傷
病
等
に
よ
る
休
職
者
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

職
員
、
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
第

十
三
条
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
、
教
育
公
務
員
特
例
法
第
十
四
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員

又
は
国
立
及
び
公
立
の
学
校
の
事
務
職
員
の
休
職
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
百
十
七
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
）
で
あ
っ
た
期
間
を
除
く
。）

２

条
例
第
七
条
第
二
項
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
公
益
法
人
等
へ
の
職

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
職
員
派
遣
の
期
間
及
び
退
職
派

遣
期
間
と
す
る
。

（
条
例
第
八
条
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
）

第
四
条

条
例
第
八
条
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
は
、
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等

の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
二
一
）
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る

昇
給
日
と
す
る
。

（
条
例
第
十
二
条
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
数
及
び
時
間
）

第
五
条

条
例
第
十
二
条
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
数
は
、
十
二
日
と
し
、
埼
玉

県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
は
、
十
六
時
間
と
す
る
。

（
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請
求
書
）

第
六
条

条
例
第
十
三
条
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
育
児
短
時
間
勤
務
承
認
請
求
書

に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

職
員
の
所
属
、
職
名
及
び
氏
名

二

育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
、
そ
の
期
間
の
延
長
又
は
再
度
の
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
の

別
三

再
度
の
育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
承
認
が
必
要
な
事
情

四

育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
又
は
そ
の
期
間
の
延
長
の
請
求
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
請

求
」
と
い
う
。）
に
係
る
子
の
氏
名
、
職
員
と
の
続
柄
及
び
生
年
月
日

五

請
求
に
係
る
子
の
職
員
以
外
の
親
の
氏
名
、
当
該
子
と
の
同
居
又
は
別
居
の
別
及
び
就
業

の
有
無

六

請
求
を
し
よ
う
と
す
る
期
間

七

請
求
に
係
る
育
児
短
時
間
勤
務
の
内
容

八

請
求
に
係
る
子
に
つ
い
て
既
に
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
た
期
間

－１５－
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２

任
命
権
者
は
、
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
の
延
長
の
場
合
を
除
き
、
育
児
短
時
間
勤
務
承
認

請
求
書
に
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と

す
る
。

（
特
別
休
暇
の
対
象
と
な
る
子
の
年
齢
）

第
七
条

条
例
第
三
十
一
条
第
二
項
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
年
齢
は
、
満
二
歳
と

す
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

香

川

實

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
三
四

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
八
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
等
）

第
六
条
の
三

第
二
条
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。）
を
し
て
い
る
職

員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
育
児
短
時
間

勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。）
に
は
適
用
し
な
い
。

第
七
条
中
「
二
十
日
に
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
と
い
う
。
）
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

（
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
職
員

（
以
下
「
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
百
六
十
時
間

に
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を

四
十
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て

得
た
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
）
）
と

す
る
」
を
「
）
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
条

例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
（
条
例
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時

間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
十
日
に
斉
一
型
短
時
間
勤

務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

二

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及

び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）

百
六
十
時
間
に
条
例
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
た
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
四
十
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数

第
七
条
の
二
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」

を
加
え
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
採
用
の

月
」
を
「
在
職
期
間
」
に
改
め
、
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
又
は
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」

を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
二
十
日
に
当
該
年
の
前
年
に
お
け
る
年
次
休
暇
に
相
当
す
る
休
暇
又

は
年
次
休
暇
の
残
日
数
（
当
該
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
日
）
を
加
え

て
得
た
日
数
か
ら
、
職
員
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
使
用
し
た
年
次
休
暇
に
相
当
す
る
休

暇
又
は
年
次
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
（
同
号
に
掲
げ
る
職
員
が
再
任
用
職
員
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命
権
者
が
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
る

日
数
）
（
当
該
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日
数

（
そ
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
日
数

イ

当
該
年
の
初
日
に
職
員
と
な
っ
た
場
合

二
十
日
に
当
該
年
の
前
年
に
お
け
る
年
次
休

暇
に
相
当
す
る
休
暇
又
は
年
次
休
暇
の
残
日
数
（
当
該
残
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
二
十
日
）
を
加
え
て
得
た
日
数

ロ

当
該
年
の
初
日
後
に
職
員
と
な
っ
た
場
合

こ
の
号
イ
の
日
数
か
ら
職
員
と
な
っ
た
日

の
前
日
ま
で
の
間
に
使
用
し
た
年
次
休
暇
に
相
当
す
る
休
暇
又
は
年
次
休
暇
の
日
数
を
減

じ
て
得
た
日
数

－１６－
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二

再
任
用
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命

権
者
が
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
る
日
数

第
七
条
の
三
第
五
項
中
「
定
め
る
」
の
下
に
「
も
の
は
、
育
児
休
業
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
一
年
を
超
え
な
い
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
る
常
勤
職
員
と
し
、
委
員
会
規
則
で

定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
条
の
四

一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
変

更
さ
れ
る
と
き
の
当
該
変
更
の
日
以
後
に
お
け
る
職
員
の
年
次
休
暇
の
日
数
は
、
そ
の
者
の
勤
務

時
間
等
を
考
慮
し
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
中
「
残
日
数
が
」
を
削
り
、
「
を
超
え
な
い
職
員
に
あ
っ
て
は
当
該
」
を
「
（
第
七
条

各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
に
付
与
さ
れ
た
年
次
休
暇
の
日
数
）
を
超
え
な
い
範

囲
内
の
」
に
改
め
、
「
、
二
十
日
を
超
え
る
職
員
に
あ
っ
て
は
二
十
日
」
を
削
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
非
同
一
勤
務
型
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
単
位

と
す
る
」
を
「
単
位
と
し
て
使
用
し
た
」
に
、
「
八
時
間
（
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び

勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
日
の
一

日
当
た
り
の
勤
務
時
間
（
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
時

間
）
）
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
時
間
数
」
に
改

め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

八
時
間

二

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
勤
務
の
形
態
の
育
児
短

時
間
勤
務
職
員
等

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
勤
務
の
形
態
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
時
間
数

イ

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
一
号

四
時
間

ロ

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号

五
時
間

ハ

育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号

八
時
間

三

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
前
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
を

除
く
。
）

勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
時
間
）

四

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務

職
員
を
除
く
。
）

八
時
間

第
十
一
条
第
一
号
の
四
中
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
（
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職

員
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
」
を
「
そ
の
者
の
一
週
間
」
に
、
「
（
非
同
一

勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
と
し
、
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
第

二
条
第
二
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加
え
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時

間
」
を
「
そ
の
者
の
勤
務
時
間
」
に
、
「
）
）
（
一
日
未
満
」
を
「
）
（
一
日
未
満
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

職
員
が
子
の
育
児
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
期
間

イ

次
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員
が
生
後
一
年
六
月
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
場
合
（
生

後
二
年
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
た
め
職
員
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
任
命

権
者
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
生
後
二
年
に
達
す
る
日
を
限
度
と
す
る
期
間
に
お

い
て
子
を
育
て
る
場
合
）

一
日
二
回
と
し
、
一
日
を
通
じ
て
九
十
分
を
超
え
な
い
範
囲

内
の
時
間

ロ

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

が
生
後
一
年
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
場
合

一
日
二
回
と
し
、
一
日
を
通
じ
て
六
十
分

を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
（
一
日
の
勤
務
時
間
が
四
時
間
以
下
の
勤
務
日
に
あ
っ
て
は
、

一
日
一
回
と
し
、
三
十
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
）

第
十
一
条
第
七
号
中
「
七
月
」
を
「
六
月
」
に
改
め
、
「
（
任
命
権
者
が
職
務
の
特
殊
性
又
は

当
該
公
署
の
特
殊
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
の
年
の
六
月
か
ら
九
月
ま

で
の
範
囲
内
で
委
員
会
の
承
認
を
得
た
期
間
内
）
」
を
削
り
、
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

を
「
（
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
」
を
「
そ
の
者

の
一
週
間
」
に
、
「
（
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
と
し
、
不
斉
一
型
短
時

間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
第
二
条
第
二
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加
え
、
「
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
」
を
「
そ
の
者
の
勤
務
時
間
」
に
、
「
）
）
（
一
日
未
満
」
を

「
）
（
一
日
未
満
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
三

日
に
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て

得
た
日
数
（
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
二
十
四
時
間
に
条
例
第
二

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
四
十
時
間
で

除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日

数
）
）
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
」
を
削
り
、

同
条
第
十
三
号
の
二
中
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
五
日
に
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
非
同
一
勤
務

型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
四
十
時
間
に
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

－１７－
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定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
四
十
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得

た
時
間
数
を
、
八
時
間
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数
）
）
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
」
を
削
り
、
同
条
第
十
六
号
中
「
（
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
を
「
（
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週

間
」
を
「
そ
の
者
の
一
週
間
」
に
、
「
（
非
同
一
勤
務
型
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
と

し
、
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
条
例
第
二
条
第
二
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項

ま
で
」
を
加
え
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
」
を
「
そ
の
者
の
勤
務
時
間
」
に
、

「
（
一
日
未
満
」
を
「
）
（
一
日
未
満
」
に
改
め
、
「
）
）
）
の
範
囲
内
」
を
「
）
の
範
囲
内
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

一
日
を
単
位
と
す
る
第
一
項
第
三
号
、
第
三
号
の
二
、
第
十
三
号
及
び
第
十
三
号
の
二
の
休

暇
は
、
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
す
べ
て
を
勤
務
し
な
い
と
き
に
使
用
す
る

も
の
と
す
る
。

３

一
時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
第
一
項
第
三
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
三
号
の
二
の
休
暇

を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
時
間
数
を
も
っ
て
一
日
と
す
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

八
時
間

二

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員

勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
八
時
間
を
超
え
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
八
時
間
と
し
、
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
時
間
）

三

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員

八
時
間

第
十
九
条
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
加

え
、
「
任
意
に
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
十
一
条
第
一
項
第
十
三
号
の
任
命
権
者
が
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
る
期
間

（
当
該
期
間
の
初
日
を
除
く
。
）
又
は
同
項
第
十
三
号
の
二
に
規
定
す
る
出
産
予
定
日
の
六
週

間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
日
後
八
週
間
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
当
該
期
間
の
初
日
を
除
く
。
）
に
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
が
あ
る

職
員
が
同
日
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
期
間
に
使
用
し
た
改
正
前
の
第
十
一
条
第
十
三
号
又
は
第

十
三
号
の
二
の
休
暇
及
び
同
日
前
に
使
用
し
た
同
条
第
三
号
の
休
暇
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の

第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
三
号
の
二
の
そ
れ
ぞ
れ
の
休
暇
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

香

川

實

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
九
―
四

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
九
―
一
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
「
零
時
十
五
分
」
を
「
零
時
」
に
、
「
一
時
」
を
「
零
時
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休

業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤

務
を
行
う
場
合
の
条
例
第
七
条
第
二
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
帯
は
、
育
児
休
業

法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務

の
内
容
に
従
っ
た
時
間
帯
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県

条
例
第
二
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
休
憩
時
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
休
憩
時
間
の
時
間
帯
を
除
く
。
）
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律

第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か

ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

な
お
、当
該
申
請
に
係
る
定
款
、役
員
名
簿
、

設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算

書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
総
務
部

－１８－
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埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号

知
事
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

六
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
手
続
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

当
該
手
続
等
の
根
拠
と
な
る
法
令
又
は
条
例
等
の
名
称
及
び
条
項
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

名

称

条

項

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及

び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
号
）

第
十
六
条
第
七
項

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
中
央
地
域
創

造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http

://w
w
w
.

saitam
aken-npo.net/

））に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
年
二
月
十
九
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名

称
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
イ
ウ
ィ
ル
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ

三

代
表
者
の
氏
名

鈴
木

光
雄

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
上
尾
市
大
字
上
一
五
〇
三
番
地
二

朝
日
ス
ポ
ル
テ
ィ
フ
内

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
幼
児
か
ら
中
高
齢

者
の
全
て
の
人
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ

る
活
動
を
通
じ
て
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、
地
域
住
民
に

よ
り
自
主
的
に
運
営
さ
れ
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
な
ら
び
に
普
及
・
育
成
、
競
技
力
・
指

導
力
の
向
上
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
不
特

定
か
つ
多
数
の
者
の
健
康
の
増
進
に
寄
与
す

る
事
を
目
的
と
す
る
。

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

越
谷
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た

の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当

該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日

指
令
杉
整
第
一
九
〇
一
五
八
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
二
月
二
十
一
日
第
百
八
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
八
甫
字
観
音
堂
三

六
八
―
一
、
三
六
九

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

久
喜
市
大
字
下
早
見
二
六
一
―
一
二

有
限
会
社

ハ
ウ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

代
表
取
締
役

渡
辺

里
史

埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日

指
令
杉
整
第
一
九
〇
一
六
五
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
二
月
二
十
一
日
第
百
九
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
上
川
崎
字
天
神
脇

六
一
八
、
六
二
〇
、
六
二
一
、
六
二
二
、
六

二
三
、
六
二
八
、
六
二
九
、
六
三
〇
、
六
三

一
、
六
三
二
、
六
三
三
、
六
三
四
―
三
、
六

三
五
―
五
、
六
三
六
―
三
、
六
三
七
―
二
、

六
三
八
―
四
（
第
一
工
区
）

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
騎
西
一
二
四
一
番

地
一有

限
会
社

三
和
不
動
産

取
締
役

室
田

喜
浩

埼
玉
県
川
越
県
税
事
務
所
長
告
示
第
一
号

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

十
六
号
）
第
七
百
条
の
六
の
四
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
約
業
者
の
指
定
を
取

－１９－
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氏
名
又
は
名
称

有
限
会
社

市
ノ
瀬
鉱
油

代
表
者
の
氏
名

市
ノ
瀬

征
雄

主
た
る
事
務
所

又
は
事
業
所
の

所
在
地

埼
玉
県
志
木
市
中
宗
岡

一
―
十
五
―
六
十

指
定
取
消
年
月
日

平
成
二
十
年
一
月
二
十
一
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

り
消
し
た
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
川
越
県
税
事
務
所
長

田

中

昭

夫

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二

号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
二
月
十
二
日

指
令
飯
整
第
一
九
〇
〇
四
三
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
〇
年
二
月
十
九
日

飯
整
第
一
九
〇
〇
六
一
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
長
瀬
字
塚
場
七
四

一
番
一
、
七
四
二
番
一

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
岩
井
一
五
一
〇
番

地
二株

式
会
社
ヤ
マ
ニ

代
表
取
締
役

佐
野

裕
也

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二

十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長

谷

口

建

一

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日

第
一
九
〇
一
一
二
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
二
月
八
日

第

一
九
〇
一
五
八

号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

比
企
郡
小
川
町
大
字
下
里
字
中
台
一
六
八

〇
―
一
の
一
部
、
一
六
八
〇
―
二
、
一
六
七

三
―
六
、
一
六
七
四
―
八

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

比
企
郡
小
川
町
大
字
下
里
二
四
八
三
―
七

田
端

隆
之

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

二
百
九
十
九
号

三

道
路
の
区
域

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

秩
父
市
中
宮
地
町
四
一
七
三
番
一
地
先
か
ら
同
市
宮
側
町
一
三
番
九
地

先
ま
で

六
・
三
〇
〜

一
二
・
五
〇

八
二
七
・
四
〇

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事
に
よ
る
拡
幅

新

一
二
・
〇
〇
〜二

二
・
〇
〇

－２０－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

と
き
が
わ
熊
谷
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

二
百
九
十
九
号

秩
父
市
上
宮
地
町
四
四
六
六
番
一
地
先
か
ら
同
市
宮
側
町
四
三
三
六
番

一
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。）

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

延
長
二
六
七
・
八
〇
メ
ー
ト
ル

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

熊
谷
市
万
吉
字
下
原
一
八
六
一
番
六
地
先
か
ら
同
市
万
吉
字
下
平
塚
一

九
一
一
番
二
地
先
ま
で

一
四
・
二
〇
〜二

三
・
二
〇

七
二
・
一
〇

地
方
特
定
道
路
（
交
通
安
全
）
整
備
工
事
に
よ
る
。

新

一
五
・
五
〇
〜二

四
・
〇
〇

－２１－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

百
二
十
二
号

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

蓮
田
杉
戸
線

三

道
路
の
区
域

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

と
き
が
わ
熊
谷
線

熊
谷
市
万
吉
字
下
原
一
八
六
一
番
六
地
先
か
ら
同
市
万
吉
字
下
平
塚
一

八
七
九
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

延
長

一
八
二
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
。
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

に
限
る
。）

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

�
田
市
上
二
丁
目
三
六
八
一
番
二
地
先
か
ら
同
市
上
二
丁
目
四
三
八
七

番
地
先
ま
で

四
・
五
〇
〜

七
・
〇
〇

三
一
一
・
六
〇

交
差
点
整
備
工
事

新

一
一
・
七
〇
〜二

五
・
〇
〇

－２２－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

蓮
田
杉
戸
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

蓮
田
杉
戸
線

三

道
路
の
区
域

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

�
田
市
大
字
黒
浜
字
新
井
一
三
〇
一
番
二
地
先
か
ら
同
市
大
字
黒
浜
字

新
井
一
二
九
七
番
一
地
先
ま
で

七
・
六
〇
〜

一
二
・
一
五

七
八
・
〇
〇

自
転
者
歩
行
者
道
整
備
工
事

新

九
・
八
〇
〜

一
二
・
一
五

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

�
田
市
大
字
江
ヶ
崎
字
中
一
一
五
三
番
三
地
先
か
ら
同
市
大
字
江
ヶ
崎

字
中
一
一
四
一
番
一
地
先
ま
で

一
〇
・
三
〇
〜一

一
・
七
八

九
六
・
六
〇

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
工
事

新

一
二
・
二
八
〜一

七
・
五
〇

－２３－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十

三
号都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

指
令
杉
整
第
一
九
〇
一
三
二
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
二
月
二
十
一
日

杉
整
第
一
七
三
二
―
一
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
上
内
字
砂
原
一
七

九
〇
―
三
五
、
―
三
六

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
上
内
一
四
四
八
―
一

木
村

敏
夫

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

さ
い
た
ま
栗
橋
線

三

道
路
の
区
域

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

�
田
市
東
三
丁
目
八
六
二
番
一
地
先

六
・
六
〇
〜

一
五
・
一
〇

五
一
・
九
〇

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
工
事

新

九
・
一
〇
〜

一
五
・
一
〇

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

�
田
市
西
城
一
丁
目
六
六
番
地
先
か
ら
同
市
西
城
三
丁
目
一
六
一
番
地

先
ま
で

一
九
・
六
〇
〜三

〇
・
〇
〇

二
一
九
・
八
〇

交
差
点
整
備
工
事

新

一
九
・
六
〇
〜四

〇
・
六
〇

－２４－

第����号平成��年�月��日（火曜日）



種

類

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称

所

在

地

病

院

医
療
法
人

入
間
川
病
院

狭
山
市
祇
園
一
七
番
二
号

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
一
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定

し
た
。平

成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

�

篠

包

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉

県

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

〇
四
八
―
八
二
四
―
二
一
一
一（
代
表
） 埼

玉
県
報
ホ

�ム
ペ

�ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
01

/B
A
00/kenpouhom

e/fr_top.htm

印 刷 所

関

東

図

書

株

式

会

社

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三
―
一
―
一
〇

〇
四
八
―
八
六
二
―
二
九
〇
一（
代
表
）

再生紙を使用しています。 －２５－
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